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項⽬ 説明 備考

運営会社の信頼性

運⽤年数の⻑さ

⻑年にわたりサーバー事業を運営している会社であ
れば、「サービスの継続」という意味では⼀定の安
⼼感があります。単に⻑いだけでなく、ブラッシュ
アップ（品質向上）され続けていることも重要なポ
イントになります。（中には20年以上の運⽤実績が
あるサーバーも存在します）

利⽤者数の多さ

利⽤者数の多さは、そのサービスの⼈気度を表しま
す。⼈気が⾼ければ事業収益が安定している可能性
が⾼くなり、サービスの品質や事業の継続にも期待
が持てます。

企業の導⼊件数が公表されている場合は、その数が
法⼈利⽤における⼈気度を測る指標になります。

導⼊実績

公式サイト上で導⼊企業が紹介されている場合は、
どのような企業が利⽤しているのかを確認しておく
と良いでしょう。

⼤⼿の企業にも利⽤されているのであれば、それだ
け信頼感が⾼いと⾒ることができます。
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公式サイトの内容

サーバーの公式サイトでは、特に以下の点について
確認してみてください。

知りたい情報が分かりやすく掲載されているか
ページの表⽰スピードは速いか
料⾦体系が明瞭か、分かりやすいか
マニュアルやQ&Aなどのサポート情報が充実し
ているか（これらの情報は利⽤開始後にお世話
になることが結構あります）
解約⽅法がきちんと説明されているか、煩雑で
はないか（基本、⽬⽴つところには掲載されて
いませんが、マニュアルやQ&Aなどで確認でき
ることが多いです）
メンテナンス情報が更新されているか（定期的
なメンテナンスが⾏われているか）
障害情報が更新されているか、障害の発⽣⽇時
と解決⽇時に開きがないか（⼩さな障害はどう
しても発⽣し得るので、障害の有無よりも解決
までの速さを重視して⾒るようにしてくださ
い）

※メンテナンス情報や障害情報は、公式サイトのト
ップページまたはサポートページで公表されている
ことが多いです。

運営会社のサイト
運営会社のコーポレートサイトでは、会社の規模感
や取り組み、沿⾰などを⾒ることで、企業としての
姿勢や信頼度を垣間⾒ることができます。

サーバーの安定性

サーバーの稼働率

サーバーによっては、公式サイト上で「稼働率」を
公表している場合があります。この数値が「99.9
9%以上」であれば安定していると⾒て良いでしょ
う。



項⽬ 説明 備考

SLA

SLA（サービス品質保証制度）によって稼働率を保
証しているサーバーもあります。このようなサーバ
ーでは、稼働率が⽬標値を下回った場合に⼀定額が
返⾦されます。

この保証を⾏っているサーバーは多くはありません
が、⾒かけたときはその⽬標値をチェックしてみる
と良いでしょう。

リソースの⼤きさ

CPU（vCPU）のコア数やメモリ量が⼤きいほど、
負荷に対する耐性が⾼まります。（同時に、この数
値が⼤きいほど料⾦は上昇します）

※共⽤サーバーであっても、⼀定のリソース量が保
証されている場合があります。

他ユーザーの影響

サーバーの種類（共⽤、仮想専⽤、物理専⽤）によ
り、他ユーザーからの影響の受け⽅が変わります。
⼀般的に、共⽤の場合は影響を受けやすく、仮想専
⽤では受けにくくなり、物理専⽤では影響を排除す
ることができます。

※ここで⾔う影響とは、同居する他ユーザーの負荷
などにより、⾃サイトの運⽤に⽀障が出る可能性の
ことです。

回線帯域

回線帯域（回線の太さ）の数値が⼤きいほど、⼤量
のデータをやり取りできるようになり、混雑による
速度低下が起きにくくなります。

法⼈向けのレンタルサーバーでは、接続している回
線帯域が「100Mbps〜10Gbps」の範囲に収まるこ
とが多いです。
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主なセキュリティ対策

SSL

ブラウザとサーバー間の通信を暗号化する仕組み
で、現在のWebでは対応が必須と⾔えます。

通信を暗号化するだけであれば無料SSLでも構いま
せんが、Webサイトの信頼性をより⾼めたい場合に
は、レベルの⾼い有料SSLの利⽤を検討してくださ
い。（有料のSSLは年間数万円〜の費⽤がかかりま
す）

WAF
WAF（Web Application Firewall）は、Webアプリ
ケーションに対する攻撃を検知・遮断して、改ざん
や情報漏洩を防ぎます。

IDS / IPS

IDSとIPSは、不正侵⼊を検知・防御する機能で
す。

IDS（Intrusion Detection System）︓不正侵
⼊を検知して、管理者への通知を⾏います
IPS（Intrusion Prevention System）︓不正侵
⼊を検知して、管理者への通知と⾃動的なブロ
ックを⾏います

※類似する機能として「ADS（Active Defense Sy
stem）」といった⾃動防御システムもあります。

Web改ざん検知

⾃動的にWebサイト内を巡回し、改ざんやマルウェ
アなどを検知・通知する機能です。これにより、W
ebサイトが危険な状態のまま放置されてしまうこと
を防ぎます。（修復は⾃⾝で⾏う必要があります）
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セキュリティ診断 /
脆弱性診断

サーバーやWebアプリケーションの脆弱性を診断
し、結果をレポートするサービスです。

サーバーによっては無料で提供されている場合もあ
りますが、本格的な診断では数万円〜の費⽤がかか
る場合もあります。サーバーによって診断内容が異
なるため、詳細は公式サイトで確認するようにして
ください。

国外IPアドレス制限

国外IPアドレスからのアクセスをブロックする機能
です。これにより、海外からの不正なアクセスや攻
撃を防ぐことができます。

ブロックされるのは攻撃の対象になりやすいファイ
ルなど（例︓WordPressの管理画⾯、他）に限られ
るため、通常のWebページの閲覧には影響しませ
ん。

ログイン試⾏回数制限

短時間に連続したログイン試⾏が⾏われた場合に、
対象者のアクセスを⼀定時間制限する機能です。こ
れにより、パスワード総当たり攻撃による不正アク
セスを防ぐことができます。

⾃動バックアップ

バックアップされたデータは、問題が発⽣した時の
「最後の砦」となります（特にWordPressで構築さ
れたサイトの場合は重要です）。万が⼀に備え、サ
ーバーのバックアップ体制も確認しておいてくださ
い。

メールの運⽤

ウィルスチェック
受信したメールに対してウィルスの検知・駆除を⾏
う機能です。

スパムフィルター 迷惑メールを排除する機能です。

メールの暗号化
メールソフトとサーバー間の通信を暗号化して盗聴
を防ぎます。
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SPF / DKIM / DMA
RC

「SPF / DKIM / DMARC」は、なりすましや改ざ
ん防⽌を⽬的とした認証技術です。これによりメー
ル送信者（送信元）の正当性を証明することができ
ます。

Gmail宛にメールを送信する場合は、送信者のメー
ルドメインにこの設定を⾏っておかないと、Gmail
側で受信を拒否されます。この件に関する詳細は以
下のガイドラインを確認してください。

メール送信者のガイドライン - Google Workspace
管理者 ヘルプ
https://support.google.com/a/answer/81126

Gmail以外でも同様の措置が取られる可能性がある
ため、法⼈利⽤であれば可能な限りこの設定を⾏っ
ておいた⽅が良いでしょう。（設定⽅法はサーバー
の公式サイトで確認してください）

サポート体制

サポートの体制
法⼈向けのレンタルサーバーでは、メールやチャッ
トによるサポートだけでなく、電話サポートにも対
応していることが多いです。

サポートの品質
サポートの品質（回答の速さや的確さ）については
実際に利⽤してみないと分からないため、Google
やSNSで⼝コミを検索してみてください。

代⾏サービス

法⼈向けのレンタルサーバーでは、各種の代⾏サー
ビスが⽤意されている場合があります。⾃社内に詳
しい⼈がいない場合は、代⾏サービスの有無を確認
しておくと良いでしょう。

例えば、ドメインの設定やメールアカウントの追
加、サーバー移転などの作業を代⾏してらえます。

https://support.google.com/a/answer/81126

